
がん検診注意事項 ※必ずお読みください

国のがん検診実施による取扱い等に基づき、胃がん検診受診券を使用する胃内視鏡検査は、

症状のない方に限っています。そのため、胃に「疾患がある（例：逆流性食道炎で服薬中

の方など）」または「症状がある」場合には使用できません。また、下記の項目に該当さ

れる方も、受診できない、もしくは受診をお断りすることとなります。なお、胃内視鏡検

査は、咽頭麻酔（喉をしびれさせる飲み薬）や鼻腔麻酔（鼻をしびれさせる薬）などの薬

剤を使用しての検査です。静脈注射による鎮痛薬・鎮静剤の使用はできません。検診をよ

り安全に行うことを目的としていますので、ご理解いただきますようお願いいたします。

●胃内視鏡検査

▶内視鏡検査の対象外となる方

（受診券を使用して受診できません）

１）内視鏡検査に関連した同意書を

いただけない方

２）妊娠されている方

３）疾患の種類にかかわらず、入院

されている方

４）消化性潰瘍などで治療中の方

（ピロリ菌除菌中の方含む）

５）胃全摘出された方

▶内視鏡検査の禁忌（不適当）となる方

（受診券を使用して受診をお断りします）

１）咽頭・鼻腔などに重篤な疾患があり、

内視鏡の挿入ができない方

２）呼吸不全のある方

３）急性心筋梗塞や重篤な不整脈などの心疾

患のある方

４）明らかな出血傾向またはその疑いのある

方

５）血圧が極めて高い方

６）その他、身体的に検査に耐えられない

と判断される方
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※実施医療機関でがん検診として内視鏡検査を申し込まれていても、上記の理由で

当日お断りする場合があります。あらかじめご了承ください。

●乳がん（マンモグラフィー）検診

下記の方は、検診時に予期できない事故が起こる可能性がありますので、受診いただけま

せん。

１）豊胸手術施行者

２）心臓ペースメーカー（ICD)を装着されている方や脳室、腹腔連絡術を受けている方

３）妊娠中・妊娠の可能性がある方・授乳中の方

※この他、医師又は技師が受診に適しないと判断した場合は当日お断りする場合があり

ます。あらかじめご了承ください。


